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お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

2025・12・1

　

読
書
家
の
友
人
か
ら
定
年
退
職
の
通
知

を
受
け
取
っ
た
。
故
郷
の
鹿
児
島
で
晴
耕

雨
読
だ
と
い
う
。２
０
１
６
年
４
月
に「
青

春
18
き
っ
ぷ
」
で
訪
ね
た
日
本
最
南
端
の

盲
腸
線
・
指
宿
枕
崎
線
、
Ｊ
Ｒ
日
本
最
南

端
の
駅
・
西に

し
お
お
や
ま

大
山
駅
が
最
寄
り
駅
だ
。

　

彼
の
妹
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
菜
の
花
畑

が
広
が
る
遠
景
に
薩
摩
富
士
（
開
聞
岳
）
の
三
角

錐
が
き
ち
ん
と
収
ま
る
構
図
は
バ
ラ
ン
ス
良
く
美

し
い
。
し
か
も
近
く
に
指

宿
温
泉
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
晴
耕
雨
読

と
は
ぜ
い
た
く
で
あ
り
、う
ら
や
ま
し
い
限
り
だ
。

そ
の
う
ち
に
こ
の
四
字
熟
語
も
本
コ
ラ
ム
欄
だ
け

で
な
く
芋
焼
酎
「
晴
耕
雨
読
」
の
ラ
ベ
ル
ぐ
ら
い

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

念
の
た
め
辞
書
を
引
く
と
「
晴
れ
た
日
は
田
畑

を
耕
し
、
雨
の
日
は
、
読
書
に
い
そ
し
む
こ
と
。

世
俗
か
ら
離
れ
た
悠
然
と
し
た
生
活
や
、
田
園
で

の
老
後
の
静
か
な
暮
ら
し
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
」

（「
四
字
熟
語
辞
典
」
学
研
）。

65
歳
の
彼
は
社
交
家
で
通
信
技
術
に
明
る
く
頼

り
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
働
け
、
働
け
の
「
晴
耕
雨

耕
」
か
も
し
れ
な
い
。

　

過
日
、
新
幹
線
の
中
で
「
10
万
円
あ
っ
た
ら
読

ん
で
み
た
い
本
、
何
冊
あ
り
ま
す
か
？
」
の
ポ
ス

タ
ー
を
見
た
。
小
さ
な
文
字
で
「
秋
の
読
書
推
進

月
間
２
０
２
５
・
10
・
25
―
11
・
23
」
と
あ
る
。

読
ん
で
み
た
い
本
が
少
な
い
う
え
に
物
価
高
騰
の

こ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ピ
ー
な
の
か
不
思
議

に
思
っ
た
。

　

そ
こ
で
推
し
活
本
は

「
マ
イ
・
ブ
ッ
ク
２
０
２

６
年
の
記
録
」（
新
潮
文
庫
）。
月
日
と
曜
日
だ
け

が
印
刷
。「
私
の
本
」
は
自
家
製
の
私
本
と
な
る
。

　
「
い
い
話
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
」「
健
康
日
記
」

「
お
出
か
け
記
録
」「
創
作
メ
モ
帳
」「
マ
イ
つ
れ

づ
れ
日
記
」
な
ど
自
由
自
在
に
使
え
る
。

　

全
国
か
ら
１
年
分
を
懸
賞
募
集
し
て
〝
読
書
回

帰
〞
ブ
ー
ム
を
起
こ
す
こ
と
だ
。
小
説
や
エ
ッ
セ

ー
、
自
分
史
な
ど
も
あ
っ
て
面
白
い
と
思
う
が
い

か
が
だ
ろ
う
。

〝
読
書
回
帰
〞ブ
ー
ム
を

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中 12月

4日  ゲスト：江原弘樹さん
　　　 「東大阪万博開催」
 （キャスター：小野元裕社長）

11日  ゲスト：中野瞳さん
　　　 「コーチング社労士があなたの強みを発見します！」
 （キャスター：根岸健太郎記者）

18日  新刊案内
　　　 「100 年見つめてきました」
 （キャスター：小野元裕社長）

25日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター：根岸健太郎記者）
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明
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ホ
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習
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運
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免
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Ｏ
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Ｙ
Ｏ
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ミ
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ョ
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ジ
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◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
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◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場
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造
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市
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宅
開
発
協
議
会
代
表
理
事
）

　
「
見
た
い
技
術
！　

魅

せ
た
い
モ
ノ
づ
く
り
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
大
阪
の

企
業
が
一
堂
に
会
す
る
第

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年 一般社団法人介護総合支援センター主催

学ぼう、語り合おう、つながろう！学ぼう、語り合おう、つながろう！
令和7年  介護と福祉の勉強会令和7年  介護と福祉の勉強会

参加費　1,000 円（会員の方：無料）
申　込　090-3725-3520（北野）

会　場　エル・おおさか
　　　　大阪市中央区北浜東 3-14

介護現場の実情を知る

10月19日（日）
会員勉強会 一般向けセミナー

12 月20日（土）
11月15日（土）

ディスカッションテーマ

9：30～11：30 ただいま新規会員募集中 !!

アクリル加工で創業 74年アクリル加工で創業 74年
小ロットもお引き受けします小ロットもお引き受けします
アクリル加工で創業 74年
小ロットもお引き受けします

〒581-0812 八尾市山賀町 4-63
TEL 072-922-1681 FAX 072-923-4879

生きた証を一冊の本に生きた証証を一冊冊の本に
― 本は著者の分身 ―

社史出版のお手伝い
永
続
す
る

会
社
に
は

社
史
が
あ
る

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

　

昨
今
「
政
治
家
と
し
て

の
生
き
ざ
ま
が
素
晴
ら
し

い
」「
彼
の
素
敵
な
生
き

ざ
ま
を
見
習
い
た
い
」
と

か
、
書
名
で
は
「
名
経
営

者
の
生
き
ざ
ま
」と
か
と
、

「
生
き
ざ
ま
」
と
い
う
言

葉
が
、
ご
く
普
通
に
使
わ

れ
て
い
る
。
し
か
も
肯
定

的
な
、
よ
い
意
味
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。「
死
ぬ
と

き
の
あ
り
さ
ま
」（「
三
省

堂
口
語
辞
典
」
新
装
版
）

を
表
す
言
葉「
死
に
ざ
ま
」

の
連
想
か
ら
生
ま
れ
た
語

だ
と
類
推
さ
れ
る
。私
は
、

こ
の
言
葉
に
出
合
う
た
び

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

内
田
　
治

ち
ょ
っ
と
待
っ
て

　
　
そ
の

に
「
何
と
語
感
の
汚

い
表
現
だ
ろ
う
」
と

「
い
や
〜
な
」
気
分

に
な
る
。
大
嫌
い
な

言
葉
の
一
つ
だ
。

　
「
ふ
た
目
と
見
ら

れ
な
い
死
に
ざ
ま
」

「
何
た
る
死
に
ざ
ま
」

な
ど
と
表
現
さ
れ

る
よ
う
に
「
死
に
ざ

ま
」
は
、「
死
ん
だ
と

き
の
あ
り
さ
ま
」
を

示
す
言
葉
で
は
あ
る

も
の
の
、
い
い
死
に

方
を
表
す
も
の
で
は

な
い
。「
様
（
さ
ま
）」

は
他
人
へ
の
敬
称
で

あ
る
の
に
対
し
、「
様
（
ざ

ま
）」
と
濁
っ
て
読
む
と
き

は
、「
ざ
ま
ぁ
み
ろ
」
や
「
何

た
る
ざ
ま
だ
」「
ざ
ま
は
な

い
」
な
ど
、
の
の
し
り
言

葉
に
近
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
し
て
「
私
の

生
き
ざ
ま
」
と
言
え

ば
「
私
が
過
ご
し
て

き
た
ぶ
ざ
ま
な
生
き

方
」
と
い
う
の
が
本

来
の
意
味
で
、
自
分

を
卑
下
し
た
言
い
方

に
な
る
。
自
嘲
的
な

意
味
合
い
で
「
私
の

生
き
ざ
ま
」
な
ど
と

使
っ
て
い
る
う
ち
に
、

な
ん
と
な
く
格
好
よ

く
聞
こ
え
た
り
す
る

も
の
だ
か
ら
、
カ
ッ

コ
良
い
部
分
だ
け
が

独
り
歩
き
し
て
、
現

在
の
よ
う
に
良
い
意
味
合

い
で
使
う
よ
う
に
な
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の

よ
う
に
、
私
が
愛
用
し
て

い
る
辞
書
（「
広
辞
苑
」

第
二
版
、
１
９
６
９
年
５

月
16
日
発
行
）
に
は
「
生

き
様
」
と
い
う
言
葉
は
載

っ
て
い
な
い
が
、
第
六
版

（
２
０
０
８
年
１
月
11
日

発
行
）
に
初
め
て
「
自
分

の
過
ご
し
て
来
た
ぶ
ざ
ま

な
生
き
方
」
と
収
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
第
七
版

（
２
０
１
８
年
１
月
12
日

発
行
）
で
は
「
自
分
の
過

ご
し
て
来
た
独
自
の
生
き

方
」
と
書
き
換
え
ら
れ
て

お
り
、「
言
葉
は
時
代
と

と
も
に
変
化
す
る
」
こ
と

を
証
明
し
て
い
る
。

　

と
は
言
え
、
問
題
は
変

化
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

あ
る
種
の
言
葉
に
対
し
て

違
和
感
や
嫌
悪
感
を
催
す

か
ど
う
か
だ
。
私
は
「
生

き
ざ
ま
」
と
い
う
言
葉
に

接
す
る
た
び
に
不
愉
快
な

気
分
に
な
る
。「
素
敵
」

で
「
見
習
い
た
い
」
な
ど

と
い
う
気
分
に
は
到
底
な

れ
な
い
。
た
と
え
辞
書
に

載
っ
て
い
よ
う
が
、
ま
た

「
頭
の
固
い
、
過
去
の
遺

物
だ
」と
言
わ
れ
よ
う
が
、

ま
っ
た
く
意
に
介
さ
な

い
。
理
屈
で
は
な
い
。
嫌

な
も
の
は
嫌
な
の
だ
。「
生

き
ざ
ま
」と
い
う
言
葉
は
、

絶
対
に
使
わ
な
い
。
そ
れ

が
私
の
「
生
き
ざ
ま
」、

い
や
「
生
き
方
、
生
き
る

姿
勢
」
だ
。

「生きざま」という言葉は大嫌い
4

晴耕雨読

　
〝
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
！
〞
を
合
言
葉
に

有
志
が
集
い
、
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
プ
ロ

レ
ス
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
「
東
大
阪

万
博
」
が
11
月
の
９
日
・
15
日
・
16
日
の
３
日
間
、

花
園
中
央
公
園
（
東
大
阪
市
松
原
南
１
―
１
―
43
）

で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。

主
催
は
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
後
援
は
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
。

第38回東大阪産業展

丸山健二塾  塾生募集中
丸山健二
受講開始月から１年間
（いつからでも始めることができます）
「履歴書」をメールで下記のお申し込み
先の事務局までご送付ください。
月額33,000円（税込）毎月月末お支払
いの12回払い。初回は初回講義開始日
まで指定の銀行口座へお振込みをお願い
致します。※一括でお支払いの場合は税
込316,800円（月払いの20％オフ）に
なります。

■
■

■

■

塾　　長
受講期間

応募方法

受 講 費

：
：

：

：

【お申し込み・お問い合わせ】
いぬわし書房「丸山健二塾事務局」
E-mail : inuwashi.shobo@gmail.com

け
ら
れ
た
特
設
リ
ン
グ

上
で
、
全
国
か
ら
参
集
し

た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
プ

ロ
レ
ス
ラ
ー
が
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ク
レ
イ

ジ
ー
な
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
を

披
露
し
、
地
元
東
大
阪
市

出
身
の
レ
ゲ
エ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

さ
ん（
42
）も
、シ
ー
ク
レ
ッ

ト
ゲ
ス
ト
で
駆
け
付
け
た
。

　

企
画
・
制
作
の
中
心
と

し
て
奔
走
し
た
カ
メ
レ
オ

ン
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
の
江
原
弘
樹
代
表

（
44
）
は
、
４
年
前
に
バ

イ
ク
事
故
で
生
死
の
境
を

彷さ
ま
よ徨
っ
た
の
を
機
に
、
子

育
て
支
援
員
と
し
て
保
育

園
に
就
職
。
子
ど
も
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
幅
広

い
年
齢
層
が
交
流
で
き
る

場
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
イ

ベ
ン
ト
企
画
会
社
を
設
立
。

１
年
前
か
ら
開
催
に
む
け

て
仲
間
を
募
り
、
全
国
に

協
賛
・
協
力
を
呼
び
掛
け

て
き
た
。
３
日
間
に
わ
た

り
、
М
Ｃ
と
し
て
盛
り
上

げ
て
き
た
江
原
代
表
は
、

リ
ン
グ
の
コ
ー
ナ
ー
上
で
、

次
の
よ
う
に
雄お

た
け叫
び
を
上

げ
た
。

　
「
た
く
さ
ん
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
素
晴

ら
し
い
１
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
２
回
目
、
３
回
目

と
不
定
期
に
開
催
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
長
い
目
で

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
」

（
三
谷
真
一
）

子どもたちに夢と希望を！子どもたちに夢と希望を！

東大阪万博 盛盛
大大

　

手
間
暇
か
け
て
、
じ
っ

く
り
と
抽
出
し
た
鰹
出
汁

が
香
る
フ
ロ
ア
。
店
の
奥

で
は
、
昼
と
夜
の
開
店
前

に
打
た
れ
た
麺
が
茹
で
上

げ
ら
れ
る
。
小
阪
の
時
代

か
ら
「
看
板
メ
ニ
ュ
ー
」

と
し
て
、
ひ
と
び
と
を
笑

顔
に
し
て
き
た
カ
レ
ー
う

ど
ん
を
求
め
て
、
オ
ー
プ

ン
初
日
か
ら
フ
ァ
ン
が
列

を
成
し
た
。

　

原
田
徹
店
主
（
56
）
は

大
晦
日
、
年
越
し
蕎
麦
を

食
べ
る
周
囲
を
よ
そ
に
う

ど
ん
に
舌
鼓
を
打
っ
た
少

年
時
代
。
大
学
進
学
の
た

め
に
今
は
な
き
宇
高
連
絡

船
で
高
松
に
渡
り
、
港
で

食
べ
た
一
杯
の
か
け
う
ど

ん
が
、
後
に
彼
の
運
命
を

決
め
た
。
学
生
時
代
か
ら

う
ど
ん
を
愛
し
続
け
た
原

田
さ
ん
は
、
40
歳
を
機
に

19
年
勤
め
た
広
告
会
社
を

退
職
し
、
再
び
海
を
渡
り

「
う
ど
ん
県
」
で
修
行
を

積
ん
だ
。

　

小
阪
の
店
が
、
大
家
さ

ん
の
住
居
に
使
用
さ
れ
る

た
め
、
東
へ
１
キ
ロ
の
新

天
地
へ
。
新
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
、
う
ど
ん
県
の
隣
・

徳
島
県
の
名
産
「
木
頭
ゆ

ず
」
を
使
用
し
た
「
ゆ
ず

塩
み
ぞ
れ
う
ど
ん
」
が
さ

わ
や
か
に
登
場
。
寒
い
冬

に
毎
日
食
べ
た
い
一
品

だ
。

　

店
は
八
戸
ノ
里
駅
北

　

近
鉄
河
内
小
阪
駅
前
で
愛
さ
れ
て
15
年
。
大
人

気
の
「
東
大
阪
系
カ
レ
ー
う
ど
ん
徹
麺
流
」
を
は

じ
め
、
身
も
心
も
温
ま
る
メ
ニ
ュ
ー
で
お
な
じ
み

〝
本
場
の
さ
ぬ
き
う
ど
ん
・
徹
麺
〞
が
、
11
月
10
日
、

近
鉄
八
戸
ノ
里
駅
北
側
に
移
転
О
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
た
。

本
場
の
さ
ぬ
き
う
ど
ん

八
戸
ノ
里
に
移
転
オ
ー
プ
ン

新店舗前で、原田徹店主

側
、
ロ
ー
ソ
ン
を
右
折
し

て
真
っ
直
ぐ
右
手
に
あ

る
。

（
三
谷
真
一
）

月
14
日
・
15
日
（
東
エ
リ

ア
）
に
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
東
エ
リ
ア
を
取

材
し
た
。

　

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印
刷

に
特
化
し
た
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
・
エ
ス
（
藤
本
智

吉
社
長
、
東
大
阪
市
川
俣

１
―
14
―
５
）
は
初
参
加

し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
企

画
で
来
場
者
を
も
て
な
し

た
。
工
場
内
で
の
バ
ン

ド
生
ラ
イ
ブ
に
始
ま
り
、

フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
で
記
念
写

真
撮
影
、
露
店
で
は
で
き

た
て
の「
こ
て
っ
ち
ゃ
ん
」

を
振
る
舞
っ
た
。

　

工
場
見
学
で
は
、
様
々

な
機
械
に
よ
り
多
様
な
印

刷
物
が
完
成
す
る
様
子
を

社
員
総
出
で
説
明
。

　
「
こ
ー
ば
へ
行
こ
う
！
」

に
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
っ

て
き
た
野
田
金
属
工
業
株

式
会
社
（
山
本
秀
雄
社

長
、
東
大
阪
市
鴻
池
徳
庵

町
４
―
８
）
で
は
、
社
員

が
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た

ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
射
的

で
親
子
連
れ
を
楽
し
ま
せ

た
。
ま
た
、
お
こ
わ
や
唐

揚
げ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
来

場
者
の
胃
袋
を
喜
ば
せ

た
。

　

工
場
見
学
は
班
分
け
し

効
率
よ
く
見
学
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
た
。

　

午
後
か
ら
は
社
員
が
楽

器
を
持
ち
、
ラ
イ
ブ
を
華

や
か
に
行
っ
た
。

38
回
東
大
阪
産
業
展
テ
ク

ノ
メ
ッ
セ
東
大
阪
２
０
２

５
（
東
大
阪
商
工
会
議
所

産
業
展
実
行
委
員
会
主

催
）
が
、
11
月
５
日
、
６

日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
、

会
場
と
な
っ
た
マ
イ
ド
ー

ム
お
お
さ
か
（
大
阪
市
中

央
区
本
町
橋
２
―
５
）
に

は
過
去
最
多
と
な
っ
た
前

回
を
上
回
る
１
０
５
の
企

業
・
団
体
が
出
展
し
た
。

10
月
13
日
、
大
盛
況

の
う
ち
に
閉
幕
し
た
大

る
モ
ノ
づ
く
り
の
技
と
魂

で
、
各
国
か
ら
の
来
場
者

を
魅
了
し
た
。

　

会
場
に
は
、
特
別
企
画

と
し
て
、
万
博
で
披
露
さ

れ
た
「
О
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
町
工

場
Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
バ
ー
チ
ャ
ル

体
験
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
。

３
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

活
用
し
た
ド
ー
ム
内
で
、

最
先
端
の
モ
ノ
づ
く
り
現

場
や
、
未
来
の
働
き
方
を

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
出
で

展
開
し
た
。

　

東
大
阪
市
の
担
当
者
は

「
万
博
に
よ
っ
て
世
界
屈

指
の
モ
ノ
づ
く
り
が
再
認

識
さ
れ
た
。
こ
の
機
運
に

乗
っ
て
、
ナ
ン
バ
ー
１
、

オ
ン
リ
ー
１
の
技
術
を
世

界
に
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
述
べ

た
。

（
三
谷
真
一
）

テクノメッセ東大阪2025テクノメッセ東大阪2025 開催

　

恒
例
の
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
「
こ
ー
ば
へ
行

こ
う
！
」
が
、11
月
７
日
・

８
日
（
西
エ
リ
ア
）、
11

　

初
日
９
日
は
あ
い
に
く

の
雨
天
と
な
っ
た
が
、
翌

週
末
の
２
日
間
は
、
さ
わ

こ
ー
ば
へ
行
こ
う
！

野
田
金
属
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
・
エ
ス

ホスピタリティーあふれる社員（株式会社ジェイ・エス）

熱心な見学者（野田金属工業株式会社）

ク
レ
イ
ジ
ー
な
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
を
披
露

雄叫びを上げる江原弘樹代表

新
メ
ニ
ュ
ー
の
ゆ
ず
塩

み
ぞ
れ
う
ど
ん

過去最多の団体・企業が出展した

OSAKA 町工場 EXPOバー
チャル体験コーナー

阪
・
関
西
万
博

に
は
、
東
大
阪

市
域
か
ら
１
２

０
あ
ま
り
の
企

業
・
団
体
が
参

画
し
〝
歯
ブ
ラ

シ
か
ら
ロ
ケ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
ま

で
〞
世
界
に
誇

八尾市松山町 2-6-9 TEL 072-991-2461

八尾は米粉の聖地

や
か
な
秋
晴

れ
に
恵
ま
れ

た
。
会
場
に

は
、
昔
懐
か
し

「
お
ば
け
屋
敷
」

や
、
馬
と
の

ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
、
延
べ
１

０
０
台
あ
ま
り

の
露
店
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
が
展

開
し
、
中
日
の

15
日
に
は
、
会

場
中
央
に
設

店主　原田徹
東大阪市小阪3-2-18
TEL 06-6753-7248

本場のさぬきうどん　徹麺
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た
後
、
特
別
企
画
と
し
て

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
大
阪
府
Ｐ
Ｒ
大
使
」
の

ｓ
ｐ
ａ
ｎ
！
（
ス
パ
ン
）

が
漫
才
を
披
露
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
日
本

に
も
リ
カ
バ
リ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
を
」
と
題
し
、
公

益
社
団
法
人
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
問
題
を
考
え
る
会

の
田
中
紀
子
代
表
と
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
依

存
症
予
防
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
塚
本
健
一
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
と
薬
物
依
存
の
実

態
を
自
ら
の
体
験
を
通
し

て
生
々
し
く
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
。「
ど
う
な
れ

ば
薬
物
中
毒
か
ら
抜
け

た
こ
と
に
な
る
の
で
す

か
？
」
と
い
う
会
場
か
ら

の
質
問
に
対
し
て
、
田
中

代
表
は
「
自
分
を
許
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
」
と

き
っ
ぱ
り
と
答
え
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
講
演
す

る
予
定
だ
っ
た
俳
優
・
小

説
家
・
依
存
症
予
防
ア
ド

　
「
人
類
は
絶
滅
に
向
か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
わ
ね
」

　

ぼ
ん
や
り
と
宙
を
見
つ
め
な
が
ら
、
ナ
タ
リ
ア

は
声
を
ひ
そ
め
る
。

　

最
近
、〝
絶
滅
〞
に
関
す
る
本
ば
か
り
読
む
よ

う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。彼
女
が
言
う
の
に
は
、

地
球
誕
生
か
ら
46
億
年
の
歴
史
で
、
５
回
も
大
量

絶
滅
が
あ
っ
た
。
第
５
の
大
量
絶
滅
は
６
６
０
０

万
年
前
。
原
因
は
小
惑
星
の
衝
突
だ
。
鳥
類
以
外

の
恐
竜
が
絶
滅
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
お
か
げ
で

人
類
が
誕
生
。
哺
乳
類
が
多
様
化
と
大
型
化
を
繰

り
返
し
た
結
果
だ
。

　

ナ
タ
リ
ア
は
コ
ー
ヒ
ー
に
口
を
つ
け
な
が
ら
思

わ
せ
ぶ
り
な
笑
み
を
こ
ぼ
す
。

　
「
第
６
の
大
量
絶
滅
は
い
つ
来
る
と
思
う
？
」

　

あ
ま
り
に
唐
突
で
、
し
か
も
テ
ー
マ
が
大
き
過

ぎ
、
考
え
あ
ぐ
ね
腕
を
組
む
。

　

第
５
が
６
６
０
０
万
年
前
と
い
う
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
の
過
去
な
の
で
、
第
６
も
思
い
描
く
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
の
未
来
だ

ろ
う
。

　
「
６
６
０
０
万
年
後
か
な
」

　

こ
ち
ら
が
適
当
な
数
字
を

出
す
と
、
ナ
タ
リ
ア
は
珍
し

く
不
機
嫌
そ
う
な
表
情
を
見

せ
る
。

　
「
何
も
考
え
て
い
な
い
わ

ね
」

　

反
論
し
よ
う
と
言
葉
を
探

す
が
、
適
当
な
表
現
が
浮
か

ば
な
い
。
大
袈
裟
に
両
手
を

挙
げ
、
少
し
お
ど
け
て
降
参

の
態
度
を
示
す
。

　
「
第
６
の
大
量
絶
滅
期
は
今
な
の
」

　

人
類
は
自
ら
の
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
気
候
を
狂

わ
せ
て
い
る
。
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
は
も
う
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
っ

た
。

　

最
大
の
環
境
破
壊
は
戦
争
に
他
な
ら
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
ほ
ん
の
些
細
な
日
々
の
暮
ら
し
が
生
み

出
す
環
境
破
壊
か
ら
大
量
生
産
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
ま
で
、
人
間
は
存
在
す
る
だ
け
で
地

球
を
傷
付
け
て
い
る
が
、
戦
争
を
持
ち
出
せ
ば
桁

違
い
だ
。

　

我
々
は
第
６
の
大
量
絶
滅
の
渦
中
に
い
る
。
こ

の
事
実
を
知
っ
て
し
ま
う
と
、
言
葉
が
全
く
出
な

い
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
ナ
タ
リ
ア
に
尋
ね
る

と
、
彼
女
は
首
を
横
に
大
き
く
振
る
。

　

も
う
手
遅
れ
の
よ
う
だ
。
こ
う
な
れ
ば
、
腹
を

括
る
し
か
な
い
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
281

第６の大量絶滅期

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

倫理研究所法人スーパーバイザー　松熊秀樹氏「時代が求める心の経営」2日  
9日  大阪市倫理法人会副会長　中森理恵氏「倫理の実践で人生を変える！」

16日  
 23日  

八尾市倫理法人会幹事　中川大和氏「人の、人による、人のための倫理」
大阪府倫理法人会幹事長　浜野太郎氏「倫理と臨死」

4日  大阪市倫理法人会幹事　黒川博理氏「『徳の承継』と『恩送り』」
  大阪府倫理法人会東１地区副地区長　大野翔平氏「倫理から頂いた苦難の乗り越え方」11日

18日
25日  
  

倫理研究所名誉法人アドバイザー　藤原忠生氏「易・不易の同時追及を学んで40年」
大阪鴻池倫理法人会副事務長　高橋伸介氏「倫理を振り返る1年」
大阪鴻池倫理法人会副専任幹事　神山由香里氏「今を生きる～日々好日～」

26日  

12日  大阪府倫理法人会研修委員長　熊代琢氏「純情(すなお)に生きる」
5日  倫理研究所名誉法人アドバイザー　岡田紀夫氏「どうしたら倫理が身につくか」

19日  大阪府倫理法人会後継者倫理塾副委員長　世羅弥生氏「いただいた命を、私らしく生きる」
東大阪市倫理法人会実行委員　西田清鷹氏「主体変容 ～言葉を変えれば心が変わる～」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎090-5094-593112月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-986-929512月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-873-123412月の予定

↓
１
０
０
年
後
…
）
を

長
く
取
る
こ
と
、
言
い

換
え
れ
ば
愛
の
大
き
さ

を
広
く
し
、
思
考
軸
を

長
く
取
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
意
識
レ
ベ
ル

を
高
く
す
る
練
習
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
間
と
し
て
徳
を
積
み

真
の
知
識
を

増
や
す
こ
と

は
自
分
自
身
と
人
類
の

幸
福
の
源
泉
で
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
意
識
の
変

容
が
生
じ
、
人
間
性
・

人
間
力
・
心
・
意
識
レ

ベ
ル
が
高
く
保
た
れ
、

善
い
人
間
で
優
れ
た
心

構
え
を
持
つ
愛
の
あ
る

利
他
的
な
あ
り
方
に
な

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
、
今
回
は
私
た

ち
が
幸
せ
な
人
生
を
送

る
上
で
の
「
人
生
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
の
話

で
す
。

　

私
た
ち
は
人
生
に
つ

い
て
、す
ぐ
「
生
き
方
」

を
問
題
と
し
ま
す
が
、

そ
れ
以
前
に
そ
し
て
ま

た
そ
れ
以
上
に
「
人
生

の
あ
り
方
」
が
非
常
に

重
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
人
生
の
あ
り
方
が

思
考
・
言
葉
・
行
動
に

自
然
に
反
映
さ
れ
、
さ

ら
に
そ
れ
が
「
生
き

方
」
に
も
と
て
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
か
ら

で
す
。

　

こ
の
あ
り
方
は
人
生

を
送
る
上
で
は
最
も
重

要
な
も
の
の
１
つ
で
あ

り
、
よ
り
具
体
的
に
は
、

人
生
の
「
人
間
ら
し
い

幸
せ
な
あ
り
方
」
と
し

て
、
成
長
成
熟
し
た
人

間
・
善
い
人
間
で
あ
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
自
己

の
意
識
レ
ベ

ル
を
人
間
ら

し
く
高
く
持
つ
（「
ア
セ

ン
シ
ョ
ン
」
す
る
）
こ

と
で
す
。
こ
の
場
合
、

「
意
識
レ
ベ
ル
を
高
く
す

る
」
と
は
空
間
軸
（
自

分
↓
夫
婦
↓
家
族
↓
社

会
…
）
を
広
く
、
ま
た

時
間
軸
（
今
↓
今
日
↓

今
月
↓
今
年
↓
10
年
後

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
ま
ず

自
分
を
愛
し
て
く
だ
さ

い
。
と
同
時
に
他
者
も

自
分
と
同
様
に
愛
し
て

く
だ
さ
い
。
人
生
を
そ

し
て
幸
せ
を
愛
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
愛
と
い

う
優
し
さ
と
思
い
や
り

が
人
生
に
本
当
の
意
義

を
与
え
、
幸
せ
に
な
れ

ま
す
。

　

愛
、
思
い
や
り
、
忍

耐
、
寛
容
と
い
っ
た
心

の
持
ち
よ
う
が
幸
せ
の

元
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

こ
れ
ら
の
も
の
が
自
分

に
幸
せ
を
も
た
ら
す
最

も
賢
い
方
法
で
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

㉛

人
生
と
幸
せ
⑦

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構
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ザ

地

区

人

道

支

援
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会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
・

小
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光
町

２
）
で
開
か
れ
た
。

自らの体験を話す塚本健一さん
（左）と田中紀子代表

第
75
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
記
念
講
演
会

日
本
に
も
リ
カ
バ
リ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
を

第48回八尾河内音頭まつり開催

おいしい店がずらりおいしい店がずらり

トリフフライドポテトを販売する佐助家のブース
の
「
み
せ
る
ば
や
お
」
で

は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

か
れ
た
。

　

両
日
と
も
途
中
雨
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
の
花
が
咲
い
て

い
た
。

働
く
人
が
自
信
を
持
て
る
職
場
づ
く
り
支
え
る

働
く
人
が
自
信
を
持
て
る
職
場
づ
く
り
支
え
る

績
最
下
位
も
経
験
し
な
が

ら
文
系
へ
と
舵
を
切
り
、

自
ら
の
意
志
で
勉
強
に
向

き
合
い
直
し
、
関
西
大
学

法
学
部
に
入
学
す
る
。

　

大
学
で
は
労
働
法
ゼ
ミ

を
選
択
。
そ
こ
で
教
授
か

ら
「
社
労
士
と
し
て
活
躍

す
る
先
輩
た
ち
」
の
話
を

聞
き
、
こ
の
資
格
の
存
在

を
知
る
。
卒
業
後
に
入
社

し
た
の
は
、
東
大
阪
を
代

表
す
る
鉄
道
車
両
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
近
畿
車
輛
株
式

会
社
。
入
社
当
初
の
実
習

期
間
、「
時
間
を
無
駄
に

し
た
く
な
い
」
と
決
意
し

て
勉
強
を
始
め
、
２
０
０

０
年
に
社
会
保
険
労
務
士

る
存
在
だ
。
そ
し
て
「
と

ん
ぼ
」
を
歌
う
長
渕
剛
さ

ん
が
純
粋
に
大
好
き
、
と

言
う
金
岡
さ
ん
の
思
い
が

根
底
に
あ
る
。

　

開
業
か
ら
間
も
な
い

今
、
金
岡
さ
ん
は
「
こ
こ

か
ら
が
本
番
」
と
気
持
ち

を
引
き
締
め
る
。
大
阪
労

働
局
で
の
調
査
業
務
や
、

東
大
阪
地
域
産
業
保
健
セ

ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
小
規
模
事
業

所
の
健
康
管
理
を
支
え
る

な
ど
、
ま
ず
は
組
織
に
身

を
置
き
な
が
ら
実
務
感
覚

を
磨
い
て
い
る
。

　
「
手
続
き
屋
で
終
わ
る

の
で
は
な
く
、
経
営
者
と

従
業
員
の
〝
間
〞
に
立
ち
、

働
く
人
が
自
信
を
持
て
る

職
場
づ
く
り
を
支
え
る
社

労
士
で
あ
り
た
い
」

　

そ
の
た
め
に
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
資
格
も
取
得

し
、「
話
を
聞
く
プ
ロ
」

と
し
て
の
武
器
も
手
に
し

た
。50

歳
に
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た

金
岡
さ
ん
。
人
生
１
０
０

年
時
代
、「
一
番
良
い
タ

る
出
来
事
が
続
い
た
。「
こ

の
ま
ま
会
社
で
働
き
続
け

て
い
て
も
よ
い
の
か
」
と

い
う
問
い
に
真
正
面
か
ら

向
き
合
っ
た
と
き
に
、
胸

に
よ
み
が
え
っ
た
の
は
若

い
頃
に
手
に
し
た
社
労
士

資
格
、
そ
し
て
開
業
セ
ミ

ナ
ー
を
通
し
て
知
り
合
っ

た
社
労
士
の
先
輩
た
ち
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
だ
っ

た
。

　

決
め
手
は
、
す
べ
て
を

理
解
し
た
上
で
支
え
て
く

れ
る
妻
の
ひ
と
言
だ
。

　
「
や
っ
た
ら
え
え
や
ん
、

な
ん
と
か
な
る
よ
」

26
年
間
勤
め
た
同
社
を

50
歳
で
退
職
し
、「
リ
ベ

ル
ラ
社
会
保
険
労
務
士
事

務
所
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

屋
号
の
「
リ
ベ
ル
ラ
」

は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
ト
ン

ボ
を
意
味
す
る
。
事
務
所

の
名
刺
や
ロ
ゴ
、
小
物
に

は
、
前
だ
け
に
進
み
続
け

る
ト
ン
ボ
の
モ
チ
ー
フ
が

あ
ふ
れ
る
。

　
「
一
度
つ
か
ん
だ
覚
悟

を
、
後
戻
り
し
な
い
形
で

貫
き
た
い
」

　

そ
ん
な
思
い
を
象
徴
す

試
験
に
合
格
し
た
。
し
か

し
資
格
を
生
か
せ
る
部
署

へ
の
異
動
は
叶
わ
ず
、
経

理
、
資
材
調
達
の
業
務
に

従
事
。
鉄
道
車
両
用
ス
テ

ン
レ
ス
や
ア
ル
ミ
材
、
そ

し
て
電
気
部
品
な
ど
、
限

ら
れ
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

の
駆
け
引
き
に
奔
走
す
る

日
々
の
な
か
で
、
資
格
は

長
く
〝
眠
っ
た
ま
ま
〞
だ

っ
た
。

30
代
か
ら
40
代
前
半
に

か
け
て
、
私
生
活
で
の
紆

余
曲
折
も
あ
る
な
か
で

日
々
追
わ
れ
る
よ
う
に
仕

事
を
こ
な
し
、
40
代
後

半
、
定
年
が
延
長
さ
れ
る

な
か
技
術
者
中
心
の
会
社

イ
ミ
ン
グ
で
飛
び
立
っ
た

ト
ン
ボ
」
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
（
根
岸
健
太
郎
）

　
「
お
嬢
さ
ん
が
事
故
に

遭
わ
れ
現
在
東
広
島
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
さ
れ
て

い
ま
す
」

　

当
時
名
古
屋
市
で
暮
ら

し
て
い
た
加
山
博
さ
ん

（
57
、
仮
名
）
の
も
と
に

突
然
夜
の
10
時
ご
ろ
、
救

急
隊
か
ら
緊
急
の
連
絡
が

入
っ
た
。

　

長
女
の
ち
さ
と
さ
ん

（
当
時
18
）
は
広
島
に
あ

る
大
学
の
工
学
部
に
通
う

大
学
１
年
生
だ
っ
た
。

　

交
通
事
故
が
起
こ
っ
た

の
は
２
０
１
９
年
10
月
10

日
。
大
学
の
友
人
３
人
で

車
に
乗
っ
て
夕
食
の
買
い

物
へ
行
く
途
中
の
出
来
事

だ
っ
た
。
運
転
し
て
い
た

の
は
自
動
車
免
許
を
取
っ

て
ま
だ
１
カ
月
、
車
を
購

入
し
て
た
っ
た
１
週
間
の

同
級
生
の
男
友
だ
ち
。
助

友人の車で事故、全身不随に友人の車で事故、全身不随に

交通事故被害者の〝無念〟と交通事故被害者の〝無念〟と
家族の〝苦悩〟  ②家族の〝苦悩〟  ②

手
席
に
は
も
う
１
人
の
男

性
、
ち
さ
と
さ
ん
は
後
部

座
席
に
座
っ
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
住
ん
で
い
た
ア

パ
ー
ト
が
近
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
一
緒
に
で
か
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

運
転
し
て
い
た
男
は
最

初
か
ら
か
な
り
の
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
い
た
。
信
号

待
ち
を
し
た
後
、
赤
か
ら

青
に
変
わ
っ
た
瞬
間
、
時

速
１
５
０
キ
ロ
の
ス
ピ
ー

ド
が
出
る
ま
で
ア
ク
セ
ル

を
踏
ん
だ
。
緩
い
右
カ
ー

ブ
に
さ
し
か
か
っ
た
と

き
、
曲
が
り
切
れ
ず
縁
石

に
乗
り
上
げ
る
。
乗
っ
て

い
た
車
は
横
転
、
ス
ピ
ン

し
な
が
ら
、
ち
さ
と
さ
ん

は
車
か
ら
投
げ
出
さ
れ

た
。
車
は
大
破
、
原
形
を

と
ど
め
な
い
ほ
ど
の
大
事

故
と
な
っ
た
。

　

運
転
し
て
い
た
男
は

命
に
別
状
は
な
か
っ
た

が
、
助
手
席
に
い
た
男
性

は
剥
離
骨
折
し
首
の
頸け

い
つ
い椎

を
痛
め
障
害
が
今
も
残
っ

て
い
る
。
ち
さ
と
さ
ん
は

首
の
骨
が
折
れ
頸
椎
を
損

傷
、
圧
迫
骨
折
の
た
め
首

の
骨
の
中
を
通
る
神
経

（
頚け

い
ず
い髄
）
が
断
絶
し
た
。

意
識
不
明
の
重
体
。
昏こ

ん
す
い睡

状
態
に
陥
り
、
呼
吸
も
で

き
な
い
状
態
だ
っ
た
。「
本

当
に
九
死
に
一
生
を
得
る

容
態
で
し
た
」
と
父
の
博

さ
ん
は
振
り
返
る
。
こ
の

事
故
が
原
因
で
首
か
ら
下

は
動
か
な
く
な
り
、
感
覚

が
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

連
絡
が
入
っ
た
時
刻
に

は
も
う
新
幹
線
は
走
っ
て

い
な
い
。
翌
日
早
朝
、
広

島
へ
向
か
っ
た
。
新
幹
線

に
乗
車
中
に
も
連
絡
が
き

た
。

　
「
気
道
確
保
を
す
る
の

が
難
し
い
。
応
急
処
置
を

す
る
の
で
許
可
を
い
た
だ

き
た
い
。
書
面
で
は
間
に

合
わ
な
い
の
で
口
頭
で
お

願
い
し
た
い
」

　

実
は
ち
さ
と
さ
ん
の
肺

胞
も
い
く
つ
か
潰
れ
て
い

た
の
だ
。
上
肺
が
機
能
し

て
い
な
か
っ
た
。
か
な
り

苦
し
い
状
態
の
な
か
、
ま

だ
痛
め
て
い
な
い
中
肺
に

酸
素
を
補
給
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
気
道
と

神
経
と
骨
の
複
合
的
な
治

療
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
一
刻
を
争
う
状
況
だ
っ

た
。

　
「
頸
椎
損
傷
と
呼
吸
確

保
に
関
す
る
処
置
は
ど
ん

ど
ん
や
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

す
べ
て
を
託
し
た
。
医

療
従
事
者
で
も
あ
る
博
さ

ん
は
、「
相
当
危
な
い
な

と
覚
悟
し
ま
し
た
」
と
述

懐
す
る
。

　

病
院
に
到
着
し
、
集
中

治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
治

療
を
受
け
て
い
た
ち
さ
と

さ
ん
を
見
た
と
き
は
、「
生

き
て
い
て
く
れ
れ
ば
…
」

と
い
う
思
い
だ
っ
た
。
こ

の
間
、
臨
床
医
の
弟
と
連

絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
博

さ
ん
。
担
当
医
と
話
し

合
っ
た
後
、
そ
の
日
に
７

〜
８
時
間
の
大
手
術
が
行

わ
れ
た
。

　

呼
吸
確
保
の
た
め
気
管

切
開
を
し
た
後
も
、
人
工

呼
吸
を
さ
せ
る
た
め
だ
け

で
２
〜
３
日
を
要
し
た
。

や
っ
と
呼
吸
が
落
ち
着
い

て
き
た
ら
、
今
度
は
チ
タ

ニ
ウ
ム
と
い
う
金
属
で
首

の
骨
の
補
強
を
し
て
気
管

の
保
護
を
す
る
手
術
を
し

た
。
そ
の
間
ち
さ
と
さ
ん

の
意
識
は
全
く
な
か
っ

た
。

　
「
本
当
に
ど
う
な
る
か

と
思
い
ま
し
た
」

　

そ
の
時
ま
で
に
は
、
頸

椎
を
損
傷
し
て
い
た
の

で
、
ち
さ
と
さ
ん
が
寝
た

き
り
の
生
活
に
な
る
だ
ろ

う
こ
と
を
願
う
だ
け
で
し

た
」

　

手
術
を
し
て
か
ら
５
日

後
、
意
識
を
取
り
戻
し
た

ち
さ
と
さ
ん
。「
私
が
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た

の
が
分
か
っ
た
の
で
、
脳

は
大
丈
夫
だ
な
と
思
い
ま

し
た
」
と
当
時
の
様
子
を

語
る
博
さ
ん
。
理
系
の
学

生
だ
っ
た
ち
さ
と
さ
ん
は

論
理
的
に
も
の
を
考
え
る

女
性
だ
っ
た
の
で
、「
自

分
が
正
常
な
ん
だ
な
と
い

う
認
識
は
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
」。
だ
が
、「
体
が
動

か
な
い
（
全
身
不
随
に

な
っ
て
い
る
）
こ
と
に
は

気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
よ

う
見
え
ま
し
た
」。

　

後
に
ち
さ
と
さ
ん
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
半
年
ぐ
ら

い
で
治
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
そ
う
だ
。「
そ
の

あ
た
り
が
女
の
子
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
な
ん

か
気
楽
で
す
よ
ね
」
と
笑

顔
を
見
せ
な
が
ら
語
っ
て

み
せ
た
が
、
気
丈
に
話
す

姿
に
余
計
に
胸
が
締
め
つ

け
ら
れ
る
思
い
が
し
た
。

　

そ
の
後
１
週
間
、
２
週

間
と
経
つ
う
ち
に
ち
さ
と

さ
ん
は
絶
望
感
を
持
ち
始

め
て
い
く
。（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）
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第
75
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
記
念
講
演
会
が

10
月
28
日
に
八
尾
市
文
化

　

八
尾
小
学
校
で
は
八
尾

本
場
河
内
音
頭
連
盟
に
よ

る
河
内
音
頭
大
盆
踊
り
大

会
が
開
か
れ
た
。

　

ま
た
、
八
尾
商
工
会
議

所
青
年
部
が
八
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ

フ
ェ
ス
２
０
２
５
と
し
て

　

第
48
回
八
尾
河
内
音
頭

ま
つ
り
が
10
月
25
日
と
26

日
に
八
尾
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
八
尾
市
本
町
１
）

と
リ
ノ
ア
ス
（
八
尾
市
光

町
２
）
の
２
会
場
で
開
か

れ
た
。

バ
イ
ザ
ー
の
高
知
東
光
さ

ん
は
体
調
不
良
の
た
め
会

場
へ
来
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　

社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
八

尾
市
推
進
委
員

会
の
大
松
桂
右

委
員
長
（
八
尾

市
長
）
が
開
会

挨
拶
を
、
奥
田

幸
生
大
阪
保
護

観
察
所
次
長
が

来
賓
挨
拶
を
し

事故後の車（加山
博さん提供）

社会保険労務士　金岡啓太
八尾市本町５-8-7-103
TEL 072-900-2125

リベルラ社会保険労務士事務所

　

近
鉄
八
尾
駅
そ
ば
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
ロ
ー
ド
の
近
く

で
事
務
所
を
構
え
る
社
会

保
険
労
務
士
・
金
岡
啓
太

さ
ん
（
51
）
＝
写
真
＝
は

泉
大
津
で
生
ま
れ
育
っ

た
。
自
ら
を
「
気
が
小
さ

く
、
引
っ
込
み
思
案
な
少

年
だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
父
と
、

祖
母
が
営
ん
で
い
た
パ
ン

屋
を
手
伝
う
母
、
そ
し
て

姉
に
囲
ま
れ
た
、
ご
く
普

通
で
温
か
な
家
庭
。

　

お
と
な
し
い
息
子
の
将

来
を
案
じ
た
母
は
、「
大

学
に
は
行
っ
て
ほ
し
い
」

と
中
学
３
年
間
、
ほ
ぼ
毎

日
塾
へ
通
わ
せ
た
。
反
発

も
せ
ず
、
与
え
ら
れ
た
環

境
で
黙
々
と
努
力
を
重
ね

る
素
直
さ
は
、
こ
の
頃
か

ら
の
持
ち
味
だ
。
高
校
進

学
後
、
一
度
は
ク
ラ
ス
成

物
販
店
や
飲
食
店
を
出

し
た
。
ト
リ
フ
フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
を
販
売
す
る

佐
助
家
の
ブ
ー
ス
、
体

に
や
さ
し
い
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
の
ア
ム
ズ
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
ブ
ー
ス
、「
八

尾
は
米
粉
の
聖
地
」
と

い
う
旗
を
立
て
た
米
粉

ス
イ
ー
ツ
の
ブ
ー
ス
、

八
尾
生
ま
れ
の
大
阪
名

物
「
た
こ
パ
テ
ィ
エ
」

の
ブ
ー
ス
な
ど
、
お
い

し
い
店
が
ず
ら
り
。

　

リ
ノ
ア
ス
で
は
８
階

縄文方舟祭　えにし縄文方舟祭　えにし

で
〝
事
務
屋
〞
と
し
て

自
分
は
ど
の
よ
う
な
貢

献
が
で
き
る
の
か
、
存

在
価
値
は
あ
る
の
か
と

悩
む
。そ
ん
な
と
き
に
、

仕
事
上
で
不
本
意
な
処

分
が
下
さ
れ
公
表
さ
れ

る
な
ど
、
心
を
揺
さ
ぶ

う
と
い
う
こ
と
は
覚
悟
し

て
い
た
。

　
「
悲
し
み
よ
り
も
、
娘

自
身
『
生
き
る
こ
と
で
精

い
っ
ぱ
い
』
だ
っ
た
の
で

す
。
娘
は
生
死
を
さ
ま

よ
っ
て
い
た
の
で
『
生
き

て
い
て
く
れ
れ
ば
』
と
い

　縄文人は、自然の恵みを
必要なだけ受け、いのちを
分かち合い、すべての存在
と共に生きていた。その「在
り方」に触れることで、現代
の暮らしのなかに本来の豊
かさと調和を思い出すきっ
かけとなるイベント。

【日程】
12月20日㈯16:00～ 20:30
12月21日㈰11:30～ 18:30
【会場】
デザイン・クリエイティブセ
ンター（KIITO）
神戸市中央区小野浜町１-４

【内容】
トーク・音楽ライブ、麻・まこも関連商品の販売・飲食
【乗船券／参加費（税込み）】
①１日乗船券12月20日＝7,000円
②１日乗船券12月21日＝9,000円
③両日乗船券＝15,000円
【主催】
株式会社グレート・ターニング（TEL090-8232-6112）
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